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真庭市における脱炭素社会実現に向けた
政策検討のためのアンケート調査の集計

このアンケートは、
岡山大学 工学部 都市環境創成コース 鳴海研究室
が実施しました。
また、アンケートの実施には日立財団および大林財団の研究助成及び
真庭市産業観光部林業・バイオマス産業課、生活環境部環境課の支援を受けました。
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北房

8%

落合

26%

久世

20%

勝山

14%

美甘

5%

湯原

6%

中和

6%

八束

8%

川上

7%

無回答

0%

居住地

男性

43%

女性

54%

無回答

3%

性別

２０歳代

20%

３０歳代

30%４０歳代

20%

５０歳代

16%

６０歳代以上

13%

無回答

1%

年齢

個人属性①
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民間企業・

団体

40%

個人事業主

10%

農林水産業

4%

公務員・教員

16%

学生

5%

パート・アル

バイト

12%

専業主婦・主夫

5%

無職

4%
その他

3%

無回答

1%

職業
1

10%

2
16%

3
22%4

22%

5
12%

6
8%

7
5%

8人以上

2%

その他・無回答

3%

世帯人数

単身

10%

1世代

17%

2世代

48%

3世代

20%

その他

3%

無回答

2%

世帯構成

その他は
医療従事者や
会社役員など

個人属性②
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設置している

19%

設置していない

75%

わからない

3%

無回答

3%
太陽光発電

平均 14.7kW 中央値 5.5kW
（300kWと答えた方がいたため）

オール電化で

ある

42%

オール電化に変更を検

討中

4%

オール電化変更検

討なし

49%

わからない

5%
無回答

0%

オール電化

個人属性③
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所有

0%
前向き検討

5%

不安が解消

されれば

47%

検討なし

48%

EV購入検討

208

142
108 98

7 10

107

173
207 218

309 306

環境に配慮 維持費低減 補助金・減税 非常用電源 話題性 デザイン機能

購入・検討理由

選択 選択無し

223 243

57

154 133

41

93 72

260

163 184

276

費用が高額 充電設備 維持費用 航続距離 充電に時間 環境への疑問

購入に対する障壁

選択 選択無し

検討なし以外の
３１５人に理由と障壁を聞いた

購入者の感想（３名の内１名）

ガソリン代が減らせる

EV購入検討



0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

省エネの取り組み

実施 未実施

0
15%

1
27%

2
34%

3
10%

4
10%

5
3%

6
1%

実施数

平均実施数：１．９７

その他の例
蓄電池宅配ボックス・ごみを出す量を減らす

・マイバッグを持参・図書館などの公共施設の利用 など
省エネ＝節約と捉える人も

各選択肢について
取り組みの有無を回答

省エネの取り組み
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0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

手続きが面倒

メリットなし

安定供給に不安

電気料金の値上げ

オール電化

その他

検討・変更しない理由（n=396）

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

安定供給

再エネ

地域貢献

節約

支払いまとめ

その他

分からない・変更しない

変更時に重視する理由（n=631）

選択肢 パーセント

検討し、切り替えた 13.9%
検討したが切り替えなかった 12.8%

検討中である ー

切り替えできることを知らなかった 6.7%

切り替えも検討もしたことが無い 56.4%

わからない 10.3%

電力会社について
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地域電力会社の説明

近年、地域の再生可能エネルギー資源を有効に活用し、地域に電力を供給する地産地消を行い、電力供
給により得られた収益を地域サービスや電力料金の値下げとして還元することを目指す「地域電力会社」
に注目が集まっています。この「地域電力会社」の特徴は、電力供給にとどまらず、地域活性化や雇用の
増加、交通支援サービスなどを通じて地域のまちづくりにも貢献できる点です。



順位 内容 ◎人数 ○人数

１ 買い物支援（買い物の付き添い・地域で使えるお買い物券） 96 163

２ 若い人の定住や移住に向けた取り組み 63 148

３ 電気・水道・ガスを強化した災害避難所の整備 56 124

４ 学童や放課後保育による保育のサポート 40 151

５ 電気自動車による交通サービス（巡回バスやタクシーなど） 31 96

６ 害獣や害虫（イノシシやカメムシなど）の駆除や対策 20 101

７ 高齢者の見守り巡回 26 94

８ 地元農産物を利用したレストランや販売所を作る 12 56

９ 森林整備のための積立金 17 45

10 ご家庭・お店の掃除、また農作業のお手伝いサービス 11 43

11 森林更新の為の苗の販売 6 37

12 健康づくりの教室開催や情報共有 0 23

地域サービス

自分/真庭市に最も必要なサービスに◎
その他必要なサービス３つまでに〇を記入
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・電気料金自体を安く、所得分配や減税

・教育支援や学費補助

・地域の人が交流できるイベント、地域の店も参加

・おむつ無料や出産一時金など子育て世代の支援や環境づくり

・農地利用や農地を守っている人の支援

・自宅でソーラーパネルを利用した発電をするためのワークショップなどの開催

・市内の温泉の入浴券

・木質バイオマス発電への安定した燃料供給と、設備保全と更新費用の積み立て

・電気自動車の価格を下げる

・災害避難所のトイレの整備

など…

地域サービスとその他コメントまとめ

10



①地域サービスが十分に提供されるなら、

電気料金が多少上がっても購入する

②地域サービスが十分に提供されるなら、

電気料金が同じでも購入する

③地域サービスの提供に

加え、電気料金の値下げもあれば購入する

④地域サービスはいらないので、

できるだけ電気料金の値下げしてくれれば購入する

値上げ

6%

同じ

29%

加えて値下げ

37%

値下げに特化

24%

その他・無回答

4%

地域サービス電気料金（N=642）

地域サービス電気料金
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真庭市で発電された環境に優しい電力を購入したいと思うか、
先ほどの地域サービスと合わせて1つ選択



0 50 100 150 200

システム欠損値・回答ミス

その他

一人ひとりを脱炭素

自宅や車の省エネ化

原発の再稼働

CO2除去技術

植林で吸収量を増やす

再エネ中心

脱炭素政策

その他では大規模風力やメガソーラーではなく、
小水力や地熱発電を勧めた方が良いという意見や、スローライフの実現

という意見があった

脱炭素社会
脱炭素社会のために

必要だと思う政策を１つ選択
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24 58 17 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

真庭市

脱炭素宣言の認知度

だいたい理解 聞いたことがある 知らない 無回答



内容 ◎人数 ○人数

災害時にもエネルギー利用ができる環境整備 175 199

地域で発電した電力を、市民や市内企業が購入できる環境の整備 77 170

太陽光、太陽熱、風力、水力、バイオマス、地熱などの
再生可能エネルギーを導入すること

55 166

電気自動車導入の補助や、市内の公共交通の整備 60 125

地域産業の振興につながるようなエネルギー政策の推進 47 133

住宅や事業所ににおける省エネ機器や再生可能エネルギー導入の促進 30 85

エネルギー問題などの環境教育の推進 21 138

その他 6 5

その他では地域内の小水力や、輸入に頼らないバイオマスの実現、
エネルギーの分散化をすべきという意見などがあった。

また財政圧迫やリスク、市のサービスの域を超えるのではといった不安の声も見られた。

真庭市エネルギー政策
最も真庭市に重視してほしい政策に◎

その他重視してほしい政策３つまでに〇を記入
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知っている

58%

聞いたこと

がある

31%

知らない

11%

バイオマス発電所認知度

130

215

90 96

23

239

154

279 273

346

全国に誇れる 環境に良い 地域経済によい 自分に関係ない その他

発電所への考え（N=369）

選択 選択無し

その他ではバイオマス発電の利益の偏りやエネルギー効率が良くないのではないか、
また税金を他の部分に使った方が良い、よくわかないといった不安の声が見られた。

バイオマス発電所 知っている
と答えた方を
対象に
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関心がある

21%

少し関心がある

38%

どちらとも

いえない

26%

あまり関心がない

11%

全く関心がない

4%

無回答

0%

真庭市の取り組みに

151 152 121 156 171

78 51
14

226 225 256 221 206

299 326
363

関心がある理由(N=377）

選択 選択無し

63 63
41

64 55

183 183
205

182 191

他に大切な課題 投資対効果 再エネ導入困難 解決できない その他

関心がない理由（N＝246）

選択 選択無し

人口減少や高齢化、若い世代の定住
といった意見が多く見られた

真庭市への取り組みの関心
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